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要　　　旨：目的：２・３年目の看護師に関して、どのような研究がなされているかを、研究目的か
ら明らかにする。
方法：医中誌 Web を用い、「２年目看護師」、「３年目看護師」等をキーワードとして直
近 10年間の文献を検索した。対象とした文献の研究目的について１つの意味を成すコー
ドとして抽出し、カテゴリー化した。
結果：25件の文献を対象とした。カテゴリーは、【精神的負担と課題】、【適応力・適応過程】、

【実践上の認識・判断】、【研修効果】が抽出された。【精神的負担と課題】のサブカテゴ
リ―は、〈育成に関する現状と課題〉等、２つで、【研修効果】のサブカテゴリ―は、〈テー
マ型研修の効果〉、〈振り返ることの研修による効果〉等、３つであった。
考察：看護実践をとらえ始める過程にある２・３年目看護師に関して現状把握の研究が
なされ、その現状を鑑み、教育支援として振り返りなどが行われていることが分かった。

A b s t r a c t：Objective: The purpose of this study is to reveal the researches on second- and third-
year nurses, determining the research objectives.
Methods: Using the Medical Journal Web, we searched the literature for the last 
10 years using keywords such as “second-year nurses” and “third-year nurses”. The 
research objectives of the targeted literature were extracted as a single meaningful 
code and categorized. 
Results: Twenty-five references were included. The categories were “mental burden 
and challenges” , “adaptability and adaptation processes”, “perceptions and judgments 
in practice” and “training effectiveness”.The subcategories of “mental burden and 
challenges” included two categories such as “current status and issues related to 
training”, and the subcategory of “training effects” included three categories such 
as “effects of theme-based training” , “effects of training on reflection” and so on. 
Discussion: The study was conducted to understand the current situation of second- 
and third-year nurses who are in the process of beginning to understand nursing 
practice, and in light of this current situation, it was found that reflection and other 
educational support is being provided.

キーワード：2・3年目看護師、文献検討、研究目的

Literature review from the perspective of research objectives regarding 2nd and 3rd year nurses

〈資料〉
２・３年目看護師に関する研究目的から見た文献検討
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２・３年目看護師に関する研究目的から見た文献検討

「Q&A」、「事例」、「座談会」に該当する643件は削除
した。次に、重複している文献10件は除き、抄録を読
み、２・３年目看護師、２年目看護師、３年目看護師
がテーマである文献と、学会や教育機関が発行する雑
誌に収録されている文献を対象とした。
　対象文献の研究目的について、１つの意味を成す
コードとして抽出し、同じ意味や内容ごとにカテゴ
リー化した。研究目的をコードとして表現する際には、
論文全体を精査し、論文の論旨や意図を損なわないよ
うに留意した。

Ⅳ . 結果

　対象の文献は25件となった７-31）。研究目的について
コード化したところ、総数は27となった（表１）。カ
テゴリー化により【精神的負担と課題】、【適応力・適
応過程】、【実践上の認識・判断】、【研修効果】に分け
られた。以下、カテゴリーを【　】、サブカテゴリー
を〈　〉で示す。
　【精神的負担と課題】は２つのサブカテゴリ―から
生成された。〈育成に関する現状と課題〉には、２年
目看護師育成の現状や課題について、病棟師長を対象
にした調査９）が含まれた。〈精神的負担の要因〉には、
卒後２年目看護師のリアリティショックと職場環境要
因の関連を探る研究18）の他、１件26）が含まれた。【適
応力・適応過程】は３つのサブカテゴリーから生成さ
れた。〈組織適応の過程〉には、職場適応の過程をイ
ンタビューから明らかにする研究23）が含まれた。〈前
向きな意識の様相〉には、２年目の看護師がどのよう
なことにやりがいを感じているのかを明らかにした研
究13）の他、１件10）が含まれた。〈就業継続や実践力
向上につながる経験〉には、先輩や同僚のやりとりと
学習意欲や学習行動へのつながりを聴取した研究25）

や、前向きにとらえ成長につなげた体験を聴取した研
究17）の他、４件11,19,27,31）が含まれた。
　【実践上の認識・判断】は２つのサブカテゴリーが
含まれた。〈臨床判断を明らかにする〉には、２年目
看護師がどのような出来事について、どのような実践
中の振り返りと実践後の振り返りを行っているのかを
明らかにした研究24）の他、１件８）が含まれた。〈実
践方法、修得過程〉には、クリティカルケア領域にお
いて２年目看護師が実践をどのように認識しているか
を聴取した研究20）の他、１件16）が含まれた。【研修

Ⅰ . 緒言
　
　P. Bennerによれば、臨床経験２・３年目の看護師（以
下、２・３年目看護師とする）は、意図的に立てた長
期の目標や計画を踏まえて自分の看護実践を捉え始め
る時期であるとされている１）。一方で、看護実践能力
向上における課題に関するインタビュー調査では「新
人・若手看護師の基本的看護実践能力の低迷」、「新人・
若手看護師に対する教育の不十分さ」など、若手看護
師の実践能力に関する課題が挙げられている２）。また、
新人看護師に対しては手厚く実施されている施設の集
合研修は２年目になると減少することや、２年目看護
師の離職についての悩みを管理者が知るのは離職を決
めてからであることが挙げられている３）。さらに、３
年目看護師の語りでは、「リーダー業務やプリセプター
など新しい役割が重なっていて、いっぱいいっぱいに
なり」という、自己効力感が低下している姿も見受け
られる４）。看護職としての発達段階の初期にある２・
３年目看護師が、メンタルヘルスの変調や職場からの
離脱を引き起こさないようにすることが課題の１つと
いえる。
　そこで、２・３年目看護師に関してどのような研究
がなされているかを明らかにするために、研究者の問
題意識が示されている研究目的に注目し、２・３年目
看護師を対象とした文献検討を実施した。

Ⅱ . 研究目的

　２・３年目看護師に関してどのような研究がなされ
ているかを、文献の研究目的から検討する。

Ⅲ . 研究方法

　「医中誌Web」を用い文献を検索した（2024年６月
実施）。キーワードは、２・３年目看護師の課題を広
く概観するために、「看護」and「２年目」／「２年
目看護師」／「３年目」／「３年目看護師」／「若年
看護師」／「若手看護師」とした。絞り込み要件は

「原著論文」および「会議録除く」とした。発行期間
は、現時点での２・３年目看護師がZ世代として話題
になっていること５）や、2018年より18歳人口が減少
している６）背景を鑑み、直近10年間の2013年以降と
した。検索結果の延べ数は1444件で、「解説」、「特集」、

Keywords：2nd and 3rd year nurses, literature review, research objectives
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【適応力・適応過程】、【研修効果】があった。【精神的
負担と課題】の〈精神的負担の要因〉では、リアリティ
ショックと職場環境要因の関連を探る研究18）があっ
た。この研究者は、２年目看護師が役割を与えられた
り期待を受けることの機会が、リアリティショックに
繋がっていることを予想していた。職場環境との関連
を明らかにすることにリアリティショックの低減を期
待していた。リアリティショックは、社会人１年目で
ある新人のみならず、２年目看護師を把握するうえで
重要な要素と言える。【実践上の認識・判断】につい
ては、２・３年目看護師は自分の看護をとらえ始める
時期１）とされており、研究者はこの時期にある看護
師の具体的な実践状況の解明を求めていることが考え
られた。例えば、〈実践方法、修得過程〉に含まれた
文献には、クリティカルケア領域に勤務する２年目看
護師に看護実践の認識を聴取している研究20）があっ
た。研究者は日々の実践において自信をもっているこ
とや課題と思うことなどをインタビューしており、そ
の結果、重症患者の全体像が把握できない姿や、周囲

効果】は３つサブカテゴリーから生成された。〈テー
マ型研修の効果〉には、リーダー研修22）やヘルスア
セスメント研修29）など、院内研修プログラムへの参
加者を対象に研修効果を明らかにする研究の他、１
件７）が含まれた。〈ピア・コーチングによる効果〉に
は、ピア・コーチングをテーマにした研究が２件あり、
構造を明らかにする研究12）や、様相と効果をインタ
ビューにより聴取した研究21）が含まれた。〈振り返る
ことの研修による効果〉には、リフレクション等を
テーマにした研究が４件あり、リフレクションが対象
に与える意義と効果を聴取した研究14）、リフレクショ
ンの能力と大切にしている看護の変化を測定した研究
28）、インタビューからリフレクションの様相を質的
に明らかにした研究30）の他、１件15）が含まれた。

Ⅴ . 考察

　２・３年目看護師に関する過去10年間の文献の研究
目的には、【精神的負担と課題】、【実践上の認識・判断】、

表１　２・３年目の看護師に関する文献の研究目的
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る看護師長を対象としたアンケート調査を通
して─．日本看護学会論文集 看護管理 2014；
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護学会論文集 看護管理 2016；46：187-190.

12）冨田亮三，細田泰子，紙野雪香．初期キャリア
形成期の看護師におけるピア・コーチングの相
互関係の構造．日本看護学教育学会誌 2016；
25(3)．13-24. doi:10.51035/jane.25.3_13.

13）山口大輔，根井きぬ子，伊藤寿満子,他．看護
師のやりがいに関する研究ー入職2年目の自由

の反応から的確な臨床判断であるかを探る2年目看護
師の現状を明らかにしていた。４件中、３件の文献が
インタビューによる調査方法であったことから、２・
３年目の認識や判断を明らかにするためには、質的調
査が必要であると考えられる。さらに、【適応力・適
応過程】に含まれた研究の結果には、成長を実感して
いる２年目看護師の様相31）が見られた。指導者や管
理者は、２・３年目看護師に対して適応状況と先に挙
げた【精神的負担と課題】とのバランスを把握するこ
とが必要であると考える。
　【研修効果】を明らかにすることを目的とした複数
の文献の存在から、専門職として発展途上である２・
３年目看護師に対する教育が、臨床現場においての課
題であることが示唆された。〈テーマ型研修の効果〉
には、講義が中心であると読み取れた研修７,22,29）が
含まれた。一方で、〈ピア・コーチングによる効果〉
や〈振り返ることの研修による効果〉からは、同世代
との話合いや振り返り作業が２・３年目看護師の不明
瞭な実践知を確信的なものに促進できる研修があっ
た。２・３年目看護師は、標準的な実践については自
立できる32）時期ではあるが、ストレスを抱えやすく
33）、短絡的に離職を思案してしまう３）という、専門
職としての未熟さも持ち合わせている。この状態を緩
和に向かわせようとしているのが、ピア・コーチング
12,21）や振り返る場14,15,28,30）であると考えられ、複
数の研究で効果が明らかにされていることから、今後、
多くの施設で活用されることが期待できる。
　本研究の限界として、今回は、筆者による文献の収
集であり、他にも２・３年目看護師の研究が存在する
可能性があることは否めない。また、研究目的に着目
したが、２・３目看護師の課題は、考察などに述べら
れていることも考えられる。時代の変化に影響するこ
とも考えられ、引き続き２・３年目看護師に関する研
究を収集し、社会のニーズに対応できる看護師を育成
するための課題やその解決法を検討していく必要があ
ると考える。

Ⅵ . 結論

　臨床経験２・３年目の看護師に関する文献の研究目
的のカテゴリー化を行ったところ、カテゴリーとして、

【精神的負担と課題】、【適応力・適応過程】、【実践上
の認識・判断】、【研修効果】が抽出された。専門職と
して発達途上にある２・３年目看護師に関して、精神
面や適応状態、看護実践の現状を把握し、振り返り等
の教育効果を検討し、支援しようとしていることが明
らかになった。
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